
補正額 520,327

R3補正前
予算額
R3現計
予算額

520,327

特定財源の状況（単位：千円）
住⺠税⾮課税世帯等に対する臨時
特別給付金給付事業費補助金
                                     520,327

備  考

国費 520,327

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）【支給対象者及び支給方法】
①基準⽇（令和3年12⽉10⽇）時点の住⺠基本台帳を基
に課税状況を判定し、所得税法上の扶養控除を受けてい
る者のみからなる世帯を除く住⺠税⾮課税世帯の世帯主
に対し、確認書による簡素な手続きで給付するプッシュ
型にて実施する。
②令和3年度住⺠税の課税世帯であったが、コロナ禍の影
響によって、家計が急変した世帯に対して申請に基づく
給付を行う。
【給付額】
1世帯あたり10万円
【給付時期】
①、②共に令和4年2⽉末以降を予定

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

総合計画 基本計画 １−２−３ 困難を抱えた家庭への自立支援
根拠条例等

目 1 社会福祉総務費

項 1 社会福祉費

款 3 ⺠⽣費

区分 № 区分名

事業の目的

 コロナ禍の影響が⻑期化する中で、様々な困難に直⾯
した方々の⽣活・暮らしの支援を行う観点から、住⺠税
⾮課税世帯等に対して1世帯あたり10万円を給付する。

事業 6 住⺠税⾮課税世帯等に対す
る臨時特別給付金事業費

所管課 厚⽣保護課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

新規 事業名 住⺠税⾮課税世帯等に対する臨時特別給付⾦給付事業
令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 8 号] 事業別シート

科   目 補正前 補正額 補正後
会計年度任用職員報酬 0 2,323 2,323
職員手当等 0 276 276
共済費 0 15 15
費用弁償 0 116 116
需用費 0 677 677
役務費 0 2,170 2,170
委託料 0 3,300 3,300
使用料及び賃借料 0 150 150
扶助費 0 511,300 511,300

合  計 0 520,327 520,327

(単位:千円)
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令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 8 号] 事業別シート
事業
区分

継続 事業名 学童保育室安全・安心確保事業
所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 3 ⺠⽣費

区分 № 区分名

事業の目的

 学童保育室における感染拡大を防止する観点から、保
育室の整備を行い、児童福祉施設等における継続的な事
業実施に向けた環境整備を図ることを目的とする。

事業 2 新型コロナウイルス感
染症対策事業費

目 5 放課後児童健全育成事
業費

項 2 児童福祉費

総合計画 基本計画 １−３−２ 子育て支援の充実
根拠条例等 宇陀市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

国費 3,398

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）【事業内容】
 令和４年度の申請者数が定員を上回ったため、保育室
の⾯積を拡張する整備等を行い、「密」を⽣まない環境
整備を行う。
【対象施設】
・大宇陀小学校学童保育室
保育室の拡張 98.4㎡→147.6㎡
定員 40名→60名
・榛原小学校学童保育室
屋外遊び場の整備
定員 70名→80名

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正額 3,398

R3補正前
予算額

1,000

R3現計
予算額

4,398

特定財源の状況（単位：千円）
新型コロナウイルス感染症対応
地方創⽣臨時交付金      3,398

備  考

科 目 補正前 補正額 補正後
需用費 1,000 2,911 3,911
備品購入費 0 487 487

合 計 1,000 3,398 4,398

(単位:千円)
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令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 8 号] 事業別シート
事業
区分

継続 事業名 新型コロナウイルスワクチン接種事業
所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 4 衛⽣費

区分 № 区分名

事業の目的

 新型コロナウイルス感染症による発症及び重症化を予
防するとともに集団免疫を高め、結果として蔓延防止を
図るため、国策として実施する新型コロナワクチン接種
について、円滑な接種の実施を目的とする。

事業 2 新型コロナウイルス感
染症対策事業費

目 2 予防費

項 1 保健衛⽣費

総合計画 基本計画 １−１−２ 保健事業の充実
根拠条例等 予防接種法

国費 14,363

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）①令和4年3⽉から実施予定の小児（5歳〜11歳）ワクチ
ン接種に係る経費   6,268千円

②3回目接種の前倒し分   8,095千円

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正額 14,363

R3補正前
予算額

311,898

R3現計
予算額

326,261

特定財源の状況（単位：千円）
新型コロナウイルスワクチン接種
対策費負担金      13,765
新型コロナウイルスワクチン接種
体制確保事業費補助金    598

備  考

科 目 補正前 補正額 補正後
報酬 8,944 8,944
職員手当等 24,470 24,470
費用弁償 460 460
需用費 19,593 245 19,838
役務費 16,628 353 16,981
委託料 235,896 13,765 249,661
使用料及び賃借料 1,830 1,830
備品購入費 715 715
繰出金 3,362 3,362

合 計 311,898 14,363 326,261

(単位:千円)
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令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 8 号] 事業別シート
事業
区分

新規 事業名 新型コロナウイルス検査促進支援事業
所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 4 衛⽣費

区分 № 区分名

事業の目的

 奈良県が感染症対策と⽇常⽣活の回復の両立を図るこ
とを目的に実施する「新型コロナウイルス検査促進事
業」と連携して、健康上の理由等によるワクチン未接種
や感染拡大傾向時の感染不安者への必要な検査を無料実
施する事業者に対し支援することで検査体制の拡充を図
る。

事業 2 新型コロナウイルス感
染症対策事業費

目 2 予防費

項 1 保健衛⽣費

総合計画 基本計画 １−４−１ 医療体制の充実
根拠条例等 新型インフルエンザ等対策特別措置法

国費 1,200

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円） 「奈良県新型コロナウイルス検査促進事業補助金」の
交付を受け、抗原検査またはPCR検査を実施する市内事
業所（調剤薬局等）に対して、検査1件あたり1,000円を
助成する。

1,000円×⽉120件×5事業所×2か⽉=1,200,000円

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正額 1,200

R3補正前
予算額
R3現計
予算額

1,200

特定財源の状況（単位：千円）
新型コロナウイルス感染症対応
地方創⽣臨時交付金    1,200

備  考

科 目 補正前 補正額 補正後

負担金、補助及び交付金 0 1,200 1,200

合 計 0 1,200 1,200

(単位:千円)
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補正額 10,662

R3補正前
予算額

57,425

R3現計
予算額

68,087

特定財源の状況（単位：千円）
新型コロナウイルス感染症対応
地方創⽣臨時交付金      10,662

備  考

国費 10,662

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円） 令和4年度に速やかに「プレミアム商品券」を発行する
ための準備費用
 委託料（事務費分） 10,662千円
 
【令和4年度事業計画概要】
・実施期間：令和4年4⽉23⽇〜令和4年12⽉31⽇(予定)
・発行者 ：宇陀市（委託先：宇陀商工会）
・発行総額：325,000,000円（50,000冊）
・販売価格：1冊5千円（1,000円×4枚、500円×5枚）
・対象者 ：市内在住、在勤、在学（1人8冊まで）
・予算額 ：委託料（事務費分）          3,413千円
                  委託料（プレミアム分）  75,000千円

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

総合計画 基本計画 ３−４−２ 地元事業所活動の促進・支援
根拠条例等

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

 ⻑引く新型コロナウイルス感染症の影響による独自の
対策として、市内消費者の⽣活支援と消費購買力の市外
への流出防止、市内各事業者の売上向上を図る目的で、
宇陀市内でのみ利用できる「プレミアム商品券」を発行
する。

事業 3 新型コロナウイルス感
染症対策事業費

目 1 商工振興費

項 1 商工費

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 プレミアム商品券発行事業
令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 8 号] 事業別シート

（単位：千円）

科　目 補正前 補正額 補正後

委託料 57,425 10,662 68,087
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令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 8 号] 事業別シート
事業
区分

新規 事業名 新型コロナウイルス感染症対策事業(観光指定管理施設分)

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

 新型コロナウイルス感染防止対策を推進するため、道
の駅宇陀路大宇陀及び心の森多世代交流プラザの新型コ
ロナウイルス感染防止対策に要する事業を実施する。

事業 2 新型コロナウイルス感
染症対策事業費

目 2 観光費

項 1 商工費

総合計画 基本計画 ３−５−１ 観光基盤の維持・整備
根拠条例等

国費 5,591

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）■道の駅宇陀路大宇陀
２階トイレ洋式化工事        620千円
２階研修室空気清浄機能付き空調設備設置工事
                 1,727千円
２階会議室空気清浄機能付き空調設備設置工事
                 1,430千円
■心の森「多世代交流プラザ」
トイレ洋式化工事              1,814千円

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正額 5,591

R3補正前
予算額
R3現計
予算額

5,591

特定財源の状況（単位：千円）
新型コロナウイルス感染症対応
地方創⽣臨時交付金   5,591

備  考

科 目 補正前 補正額 補正後
工事請負費 0 5,591 5,591

合 計 0 5,591 5,591

(単位:千円)
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補正額 4,312

R3補正前
予算額

5,510

R3現計
予算額

9,822

特定財源の状況（単位：千円）
新型コロナウイルス感染症対応
地方創⽣臨時交付金   4,312

備  考

国費 4,312

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）保養センター事業特別会計繰出金
（新型コロナウイルス感染防止対策用空調機器整備）
キッズルーム系統 2,354千円
食事会場(ひのき)  1,958千円
 合計      4,312千円

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

総合計画 基本計画 ３−５−１ 観光基盤の維持・整備
根拠条例等

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

 感染防止対策を推進するため、保養センター美榛苑の
新型コロナウイルス感染防止対策に要する経費につい
て、保養センター事業会計に繰出す。

事業 2 新型コロナウイルス感
染症対策事業費

目 3 美榛苑費

項 1 商工費

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 保養センター事業特別会計繰出⾦（新型コロナウイルス感染症対策）

令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 8 号] 事業別シート

科 目 補正前 補正額 補正後

繰出金 5,510 4,312 9,822

(単位:千円)
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令和 3 年度 宇陀市 保養センター事業特別会計 補正予算 [第 2 号] 事業別シート
事業
区分

継続 事業名 保養センター美榛苑新型コロナウイルス感染症対策事業

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市保養センター事業特別会計予算

款

区分 № 区分名

事業の目的

 感染防止対策を推進するため、保養センター美榛苑の
新型コロナウイルス感染防止対策に要する備品を購入す
る。

事業

目

項

総合計画 基本計画 ３−５−１ 観光基盤の維持・整備
根拠条例等

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円） 新型コロナウイルス感染防止対策用空調機器整備
キッズルーム系統 2,354千円
食事会場(ひのき)  1,958千円
 合計      4,312千円

分担金･負担金

使用料･手数料

その他 4,312

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正額 4,312

R3補正前
予算額

4,000

R3現計
予算額

8,312

特定財源の状況（単位：千円）
一般会計出資金  4,312

備  考

科 目 補正前 補正額 補正後

有形固定資産購入費 4,000 4,312 8,312

(単位:千円)
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・収益的支出   4,067,662千円（+952千円）
 （補正前予算額 4,066,710千円）

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金  

使用料･手数料

国費

県費 952

市債

その他

R3補正前
予算額

一般財源

補正額 952

備  考

事業 #N/A

根拠条例等 宇陀市職員の特殊勤務手当に関する条例、宇陀市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例

総合計画

新型コロナウイルス緊急包括支援
事業補助金       952

基本計画 １−４−１ 医療体制の充実

１．常勤職員に対する特殊勤務手当
医師       2,000円×20名×2か⽉＝    80千円
看護師      2,000円×106名×2か⽉＝424千円
医療技術員    2,000円×50名×2か⽉＝  200千円
事務員(社会福祉士) 2,000円×1名×2か⽉＝   4千円
技能労務員    2,000円×5名×2か⽉＝      20千円
                      ①計728千円
２．会計年度任用職員に対する報酬
看護師          2,000円×22名×2か⽉＝   88千円
医療技術員             2,000円×1名×2か⽉＝    4千円
事務員(医療事務等)2,000円×27名×2か⽉＝   108千円
技能労務員             2,000円×6名×2か⽉＝  24千円
                      ②計224千円
                          合計   ①＋②＝952千円

宇陀市病院事業特別会計予算(宇陀市立病院)

事業の目的

区分 区分名№

目 #N/A

款 #N/A

項 #N/A

経営企画課

 新型コロナウイルス感染症が拡大・縮小を繰り返す状況が約
2年間続くなか、市立病院は新型コロナウイルス感染症対応を
行ってきており、令和3年4⽉からは重点医療機関として新型コ
ロナウイルス感染症入院患者を受け入れている。
 その状況下で、感染するリスクや相当程度心身に負担がかか
る中、医療サービスを直接患者に提供している市立病院の医療
従事者に対し、特殊勤務手当及び報酬の増額を行う。

[第 3 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

4,067,662

令和 3 年度 宇陀市 病院事業特別会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 宇陀市立病院事業（収益的収入及び支出）
補正予算

4,066,710

R3現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）
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